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グ
ロ

l
バ
リ
ゼ

1
シ
ョ
ン
研
究
会
報
告

〈
研
究
の
概
要
〉

二
O
O
一
年
の
「
国
際
寛
容
の
日
」
(
一
一
月
一
六
日
)
に
寄
せ
て
、
国
際
連
合
の
コ
フ
ィ
・
ア
ナ
ン
事
務
総
長
は
全
世
界
を
震
憾
さ
せ

た
九
・
一
一
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
に
引
照
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
る
。
「
九
月
一
一
日
の
恐
る
べ
き
攻
撃
以

来
、
世
界
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
結
束
を
見
出
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
社
会
と
文
化
を
超
え
て
、
何
百
万
と
い
う
人
々
が
、
私
た
ち
は
み
な

同
じ
人
間
と
い
う
家
族
に
属
す
る
の
だ
と
い
う
理
解
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
そ
の
悲
し
み
と
連
帯
に
お
い
て
、
私
た
ち

の
共
通
の
人
間
性
を
形
作
る
共
有
の
諸
価
値
を
表
明
し
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
諸
価
値
の
一
つ
が
寛
容
で
す
。
こ
の
人
権
、
多
元
主
義
お
よ

び
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
要
石
は
、
開
放
性
、
対
話
、
理
解
お
よ
び
他
者
の
尊
重
を
表
し
ま
す
。
そ
れ
は
平
和
を
可
能
に
す
る
価
値
な
の
で
す
。

:
:
:
こ
う
し
て
、
寛
容
の
促
進
は
、
現
在
私
た
ち
が
進
め
て
い
る
テ
ロ
に
対
す
る
闘
い
の
重
要
な
部
分
で
す
。
そ
れ
は
、
連
帯
、
社
会
的
正

義
お
よ
び
人
権
の
尊
重
と
い
う
共
有
の
諸
価
値
に
基
づ
く
グ
ロ
ー
バ
ル
な
共
同
体
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
私
た
ち
の
目
標
の
中
心
に
あ
る
の

で
す
(
後
略
)
」
。

こ
こ
に
表
明
さ
れ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
共
同
体
」
は
、
文
化
や
国
境
を
越
え
た
一
二
世
紀
の
理
想
的
な
世
界
秩
序
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
特
徴
付
け
る
「
人
権
」
「
寛
容
」
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
「
多
元
主
義
」
等
が
お
し
な
べ
て
西
洋
近
代
、
と
り
わ
け
リ
べ

ラ
リ
ズ
ム
の
政
治
文
化
の
中
で
確
立
さ
れ
た
諸
価
値
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
「
共
同
体
」

へ
の
参
与
が
必
然
的
に
「
普
遍
的
」
と
称
さ
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れ
る
西
洋
的
な
文
化
と
制
度
の
受
容
を
伴
う
こ
と
は
留
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
グ
ロ
!
パ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
が
し
ば
し
ば
「
文
化
帝
国
主

108 

義
」
の
名
の
下
に
批
判
さ
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
り
、
こ
こ
に
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
標
梼
す
る
先
進
資
本
主
義
諸
国
に
対
す
る
地
域
主
義
、

民
族
主
義
的
な
反
発
が
生
じ
る
所
以
が
あ
る
。
も
と
よ
り
、
今
日
グ
ロ
!
パ
リ
ゼ
!
シ
ョ
ン
は
貿
易
、
投
資
、
金
融
と
い
っ
た
分
野
に
お
い

て
は
も
は
や
不
可
逆
的
な
潮
流
と
な
っ
て
お
り
、
世
界
経
済
の
急
速
な
進
展
を
後
押
し
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
時
に
こ
の
流
れ
が
雇
用
問

題
や
環
境
問
題
の
深
刻
化
、
あ
る
い
は
貧
富
の
差
の
拡
大
を
世
界
規
模
で
現
出
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
て
、

W
T
O
、
世
界
銀

行、

I
M
F
へ
の

N
G
O
に
よ
る
過
激
な
抗
議
デ
モ
は
、
か
か
る
経
済
分
野
に
お
い
て
す
ら
楽
観
を
許
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
例
証
し

て
い
る
。
こ
う
し
て
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
は
、
先
の
ア
ナ
ン
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
「
平
和
」

の
希
求
と
は
裏
腹
に
、
紛
争
や
対
立
の
契
機

を
不
断
に
生
み
出
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
研
究
は
以
上
の
点
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
お
け
る
新
し
い
世
界
秩
序
形
成
の
諸
条
件
を
、
政
治
・
経
済
・
文

化
の
三
つ
の
位
相
に
お
い
て
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
本
研
究
で
は
、
分
析
視
角
・
対
象
と
し
て
当
面
以
下
の
四

つ
の
点
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
。

①
文
脈
と
し
て
の
地
球
・
国
家
・
地
域
(
地
方
)

今
日
「
国
民
国
家
」

の
空
洞
化
現
象
が
叫
ば
れ
、
ま
た
今
後
い
か
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
よ
う
と
も
、
国
家
は
依
然
と
し
て
世
界
秩

序
の
重
要
な
構
成
単
位
の
一
つ
と
し
て
存
在
し
つ
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
グ
ロ

1
パ
リ
ゼ

1
シ
ョ
ン
は
、
従
来
の

(
i
)
中
央
|
地

方、
(

H

U

)

国
家
間
の
関
係
と
し
て
の
国
際
関
係
、
(
…
m
)
E
U
に
代
表
さ
れ
る
地
域
統
合
に
加
え
、
新
た
に
地
球
と
い
う
文
脈
を
付
与
す
る

も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
新
し
い
文
脈
が
従
来
の
三
つ
の
文
脈
に
お
け
る
政
治
・
経
済
・
文
化
の
あ
り
方
に
ど
の
よ
う
な

変
質
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
の
か
。
こ
の
点
を
エ
リ
ア
ご
と
に
実
証
レ
ベ
ル
で
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
の
動

態
が
い
っ
そ
う
鮮
明
に
な
る
で
あ
ろ
う
。



②
主
体
と
し
て
の
「
市
民
」

今
日
の
グ
ロ

l
バ
リ
ゼ

1
シ
ョ
ン
の
特
質
を
究
明
す
る
に
は
、
そ
の
人
間
的
基
礎
、
す
な
わ
ち
担
い
手
の
分
析
が
不
可
欠
と
な
る
。
彼
ら

が
①
で
述
べ
た
四
つ
の
文
脈
に
お
い
て
思
考
し
活
動
す
る
主
体
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
彼
ら
は
地
域
住
民
や
国
民
で
あ
る
と
と
も
に
、

コ
ス
モ

ポ
リ
タ
ン
と
し
て
の
性
格
を
併
せ
持
つ
。

I
T
革
命
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
と
、

N
P
O、
N
G
O
な
ど
の
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
・
ア

ソ
シ
エ

I
シ
ョ
ン
の
目
覚
し
い
拡
充
は
、
人
々
が
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
と
し
て
の
活
動
を
遂
行
す
る
条
件
を
、
か
つ
て
な
か
っ
た
規
模
に
お
い

て
急
速
に
整
備
し
つ
つ
あ
る
。
今
こ
の
よ
う
な
主
体
を
仮
に
「
市
民
」
と
総
称
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
「
市
民
社

会
」
は
、
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
に
お
け
る
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
今
日
の
新
し
い
「
市
民
社
会
」

の
あ
り

方
を
歴
史
的
・
思
想
的
・
実
証
的
に
分
析
す
る
こ
と
を
、
本
研
究
で
は
重
要
な
検
討
課
題
と
位
置
付
け
た
い
。

③
多
文
化
主
義
の
視
点

先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
グ
ロ

I
バ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
が
西
洋
で
生
み
出
さ
れ
た
文
化
や
制
度
の
地
球
規
模
で
の
普
及
を
意
味
す
る
面
が
強

い
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
非
西
洋
的
な
価
値
や
文
化
を
担
う
勢
力
と
の
軌
擦
や
衝
突
が
生
じ
る
こ
と
は
避
け
が
た
い
。
こ
こ
に
多
文
化
の
共
存

と
い
う
視
点
が
必
要
と
な
る
。
近
年
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
っ
た
多
民
族
か
ら
な
る
自
由
主
義
諸
国
で
は
、
少
数
民

族
(
先
住
民
・
移
民
等
)
や
女
性
に
付
さ
れ
た
劣
位
を
、
従
来
か
ら
の
権
利
保
護
で
は
な
く
、
「
多
文
化
主
義
」
と
い
う
観
点
か
ら
擁
護
し

ょ
う
と
す
る
言
説
や
運
動
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
、

そ
の
一
部
が
政
府
の
政
策
と
し
て
遂
行
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ

l
シ
ョ

ン
の
進
展
は
、
ま
さ
に
地
球
規
模
で
、
多
文
化
主
義
の
視
点
の
必
要
性
を
増
大
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、

非
西
洋
的
な
価
値
を
担
う
諸
民
族
が
望
む
の
は
、
単
に
彼
ら
の
へ
の
法
的
保
障
や
法
の
前
の
平
等
な
扱
い
で
は
な
く
、
文
化
の
差
異
性
に
深

く
根
ざ
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
「
承
認

(
5
8
m
D
5
8
)
」
に
し
て
「
尊
重
(
活
苦

2
件
)
」
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
視
点
の
周

グローパリゼーション研究会報告109 



到
な
検
討
な
く
し
て
、
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ

I
シ
ョ
ン
は
常
に
「
文
化
帝
国
主
義
」
に
堕
す
る
可
能
性
を
も
っ
と
言
え
よ
う
。

110 

④
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
意
味
と
射
程
の
再
考

③
で
述
べ
た
こ
と
は
、
必
然
的
に
、
西
洋
型
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
立
脚
す
る
、
「
人
権
」
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
「
寛
容
」
「
多
元
主
義
」
等
の

諸
価
値
の
真
価
を
問
う
こ
と
に
通
じ
る
は
ず
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
は
冒
頭
の
ア
ナ
ン
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
見
ら
れ
る
「
連
帯
、
社

会
的
正
義
お
よ
び
人
権
の
尊
重
と
い
う
共
有
の
諸
価
値
に
基
づ
く
グ
ロ
ー
バ
ル
な
共
同
体
」
の
創
造
を
い
か
に
し
て
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
が
成
し
遂
げ
得
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
個
々
の
民
族
・
文
化
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
尊
重
が
、
共
同
体
全
体
の
価
値
(
共
通

蓋
Eコ

へ
の
お
の
お
の
の
積
極
的
な
貢
献
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
共
同
体
」

の
形
成
に
際
し
て
は
、
そ
こ
に

お
け
る
西
洋
的
価
値
の
優
位
が
避
け
ら
れ
ぬ
に
し
て
も
、
そ
れ
と
非
西
洋
的
価
値
と
の
「
地
平
の
融
合
」
(
ガ
ダ
マ

1
)
の
可
能
性
が
出
来

得
る
限
り
模
索
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
共
同
体
」
は
西
洋
的
価
値
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
「
閉
じ
た
共
同
体
」

で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
常
に
外
部
に
対
し
て
開
か
れ
、
異
質
な
要
素
を
「
包
括
」

(
g
B司
R
F
o
g
-。
ロ
)
な
ら
ぬ
摂
取
す
る
こ
と
で
、
不
断

の
再
創
造
の
可
能
性
を
も
っ
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
共
同
体
」

と
が
、
本
研
究
の
最
終
的
な
課
題
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

の
理
念
を
基
礎
付
け
る
こ

本
研
究
は
以
上
の
四
つ
の
点
の
究
明
を
柱
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
今
日
の
グ
ロ
!
パ
リ
ゼ

1
シ
ョ
ン
の
潮
流
を
厳
密
に

理
解
し
、
学
会
や
論
壇
に
対
し
て
積
極
的
な
提
言
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
可
能
で
あ
れ
ば
、
本
研
究
の
成
果
を
具
体
的
な
政
策
へ
と
結
実

さ
せ
て
い
く
方
向
を
模
索
し
て
み
た
い
。

(
研
究
代
表
H

大
木
英
夫
・
田
中
浩
)



〈
研
究
組
織
〉

田
中

大
木

阿
久
戸
光
晴

有
賀

千
葉

田
中

近
藤

大
津

速
水

康真
野

岩
島

富
沢

古
屋

岡
本

佐
藤

r告

聖
学
院
大
学
大
学
院
総
合
研
究
所
特
任
教
授
・
研
究
代
表

英
夫

聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
・
所
長

聖
学
院
大
学
学
長
・
教
授

貞

聖
学
院
大
学
大
学
院
ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
学
研
究
科
・
教
授

員

国
際
基
督
教
大
学
・
教
授

豊
治

聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
・
客
員
教
授

勝
彦

東
京
神
学
大
学
・
教
授

麦

首
都
大
学
東
京
都
市
教
養
学
部
・
教
授

優

グローパリゼーション研究会報告

聖
学
院
大
学
全
学
教
授

仁
徳

聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
・
客
員
教
授

輝
彦

聖
学
院
大
学
大
学
院
・
総
合
研
究
所
・
特
任
教
授

久
夫

聖
学
院
大
学
大
学
院
政
治
政
策
学
研
究
科
・
客
員
教
授

賢
治

聖
学
院
大
学
大
学
院
政
治
政
策
学
研
究
科
・
教
授

安
雄

聖
学
院
大
学
大
学
院
ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
学
研
究
科
・
教
授

和
彦

東
京
成
徳
大
学
人
文
学
部
・
准
教
授

111 

義
明

成
際
大
学
法
学
部
・
准
教
授



松
尾

秀
哉

佐
藤

貴
史

〈
研
究
活
動
〉

1
.
研
究
会

第
二
期

聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
・
准
教
授

112 

聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
・
特
任
研
究
員

(
1
)
二
O
O六
年
四
月
一

O
日

(
2
)
二
O
O六
年
四
月
一
七
日

(
3
)
二
O
O六
年
五
月
一
五
日

(
4
)
二
O
O六
年
六
月
五
日

(
5
)
二
O
O六
年
七
月
一

O
日

「
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
の
文
脈
に
お
け
る
ハ
イ
デ
ガ

1
」
【
参
加
者
二
五
名
】

J
・
ヴ
ア
イ
ス

(
カ
ッ
セ
ル
大
学
教
授
)

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
お
け
る
言
語
」
【
参
加
者
二

O
名
}

克
彦
(
一
橋
大
学
名
誉
教
授
)

田
中

「
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ
l
シ
ョ
ン
と
「
マ
ル
チ
チ
ュ
!
ド
」
」
【
参
加
者
一
六
名
】

田
口
富
久
治
(
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
)

「
ウ
ェ
!
バ

1
学
問
(
当
日
ω
ω
g
ω
各
住
)
の
『
隠
し
味
』
」
【
参
加
者
二

O
名】

田
中

豊
治
(
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
客
員
教
授
)

「
国
家
間
戦
争
の
時
代
か
ら
新
し
い
戦
争
の
時
代
へ
ー
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
に
お
け
る
境
界

(ぎ
E
q
)
と
秩
序
(
。

E
q
)
|
|」
【
参
加
者
一
七
名
】

石
田

淳
(
東
京
大
学
教
養
学
部
教
授
)



(
6
)
二
O
O六
年
一

O
月
二
日

「
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
!
ー
そ
の
可
能
性
と
限
界
」
【
参
加
者
二
二
名
〕

鈴
木

弘
貴
(
十
文
字
学
園
女
子
大
学
社
会
情
報
学
部
助
教
授
)

(
7
)
二
O
O六
年
一
一
月
二

O
日
「
グ
ロ

l
バ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
と
ジ
ェ
ン
ダ
I
関
係
の
変
容
?

ー
ー
家
族
l
企
業
間
関
係
の
変
動
過
程
を
中
心
に

|
i」
〔
参
加
者
一
七
名
】

木
本
喜
美
子
(
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
教
授
)

(
8
)
二
O
O六
年
二
一
月
一
一
日
「
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ

1
シ
ョ
ン
と
そ
の
内
的
・
外
的
リ
ス
ク

l
l
日
本
の
場
合
」
【
参
加
者
一
七
名
】

(
9
)
二
O
O七
年
一
月
一
五
日

(
叩
)
二

O
O七
年
二
月
一
九
日

(
日
)
二

O
O七
年
四
月
一
六
日

(
ロ
)
二

O
O七
年
五
月
一
一
一
日

(
日
)
二

O
O七
年
六
月
一
一
日

グ
レ
ン
・
フ
ッ
ク
(
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
大
学
教
授
)

「E
U
と
い
う
名
の
帝
国
ー
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
欧
州
統
合
の
も
と
で
の
国
家
性
の
変
容
」

【
参
加
者
一
九
名
】

中
村

健
五
口
(
大
阪
市
立
大
学
教
授
)

「
一
九
五
五
年
体
制
・
再
考
」
【
参
加
者
二
一
名
】

升
味
準
之
助
(
東
京
都
立
大
学
名
誉
教
授
)

「
グ
ロ

l
バ
リ
ゼ
!
シ
ョ
ン
下
の
『
過
去
の
清
算
』
|
|
フ
ラ
ン
ス
に
見
る
法
の
役
割
と

そ
の
限
界
|
|
」
【
参
加
者
二
四
名
】

樋
口

(
東
京
大
学
名
誉
教
授
)

陽

「
グ
ロ

l
バ
リ
ズ
ム
と
リ
l
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
相
克
l
l
近
代
日
本
の
挑
戦
と
挫
折
|
|
」

【
参
加
者
二
三
名
】

山
室

(
京
都
大
学
教
授
)

信

「
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
プ
ラ
ネ
タ
リ
l
化
|
|
知
識
共
同
体
の
形
成
に
向
け
て
|
|
」
【
参
加
者
二
五
名
】
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(
U
)
二
O
O七
年
七
月
九
日

矢
津
修
次
郎
(
一
橋
大
学
名
誉
教
授
・
成
城
大
学
教
授
)
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「
グ
ロ

1
パ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
と
メ
デ
ィ
ア
」
【
参
加
者
一
八
名
】

山
本

武
利
(
早
稲
田
大
学
教
授
)

(
日
)
二

O
O七
年
一

O
月
一
五
日
「
外
交
の
新
時
代
l
l
少
子
高
齢
化
社
会
と
不
戦
構
造
|
|
」
【
参
加
者
一
六
名
】

(
幻
)
二

O
O七
年
二
一
月
三
日

(
時
)
二

O
O八
年
二
月
二
六
日

(
印
)
二

O
O八
年
三
月
三
日

(
却
)
二

O
O八
年
四
月
一
四
日

(
幻
)
二

O
O八
年
五
月
一
九
日

猪
口

邦
子
(
衆
議
院
議
員
)

(
日
)
二

O
O七
年
一
一
月
一
一
一
日
「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
お
け
る
福
祉
ガ
パ
ナ
ン
ス
|
|
脱
『
格
差
社
会
』
の
可
能
性
|
」

{
参
加
者
二

O
名】

宮
本

太
郎
(
北
海
道
大
学
大
学
院
教
授
)

「
イ
ス
ラ
l
ム
復
興
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
」
【
参
加
者
二
三
名
】

泰
(
京
都
大
学
大
学
院
教
授
)

宇多

「
最
近
の
中
国
情
勢
に
つ
い
て
」
【
参
加
者
一
八
名
】

国
分

良
成
(
慶
応
大
学
教
授
)

「
戦
後
保
守
政
治
の
構
造
と
そ
の
再
編
成
?

グ
ロ

l
バ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
と
二
つ
の
『
改
革
』
」

【
参
加
者
一
七
名
】

渡
辺

治
(
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
・
社
会
学
部
教
授
)

「
タ
ウ
ヒ

1
ド
を
参
照
軸
と
し
て
み
る
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ

1
シ
ョ
ン
」
【
参
加
者
二
五
名
】

板
垣

雄
三
(
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
名
誉
教
授
)

「
市
民
自
治
に
応
え
る
地
方
分
権
改
革
と
は
何
か
」
【
参
加
者
二
四
名
】

新
藤

宗
幸
(
千
葉
大
学
教
授
)



(
忽
)
二

O
O八
年
六
月
九
日

(
お
)
二

O
O八
月
七
月
二
二
日

(
弘
)
二

O
O八
年
一

O
月
六
日

「
二
つ
の
ロ
シ
ア
」
【
参
加
者
一
九
名
】

下
斗
米
伸
夫
(
法
政
大
学
教
授
)

「
「
国
際
貢
献
」
論
と
集
団
的
自
衛
権
」
【
参
加
者
一
九
名
】

豊
下

楢
彦
(
関
西
学
院
大
学
教
授
)

「
東
ア
ジ
ア
の
出
版
人
た
ち
と
語
り
合
う
」
【
参
加
者
二

O
名】

小
島

潔
(
岩
波
書
庄
『
思
想
』
編
集
担
当
)

(
お
)
二

O
O八
年
一
一
月
一
四
日
「
岐
路
に
立
つ
オ
ラ
ン
ダ
の
福
祉
国
家
」
【
参
加
者
一
七
名
】

虞
瀬
真
理
子
(
東
海
大
学
教
授
)

(
お
)
二

O
O八
年
二
一
月
一
八
日
「
中
国
に
お
け
る
民
主
主
義
改
革
派
の
登
場
と
そ
の
思
想
」
【
参
加
者
二

O
名】

(
訂
)
二

O
O九
年
一
月
一
九
日

(
お
)
二

O
O九
年
二
月
九
日

小
島

晋
治
(
東
京
大
学
名
誉
教
授
)

「
グ
ロ
ー
バ
ル
下
、
日
本
が
直
面
す
る
食
料
・
農
業
問
題
」
【
参
加
者
二

O
名】

修
三
(
元
東
京
教
育
大
学
教
授
、
農
業
農
協
問
題
研
究
所
前
理
事
長
)

障
峻

グローパリゼーション研究会報告

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
経
済
と
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
」
【
参
加
者
一
六
名
】

浅
野

栄

(
中
央
大
学
名
誉
教
授
)
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